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国語 カ リキュラム論 に焦点をあてて




連盟(以 下、コア連と略す)と 深 くかかわり、理
論家および実践家として活躍 した人物である増田
三良(ま すだ ・さぶろう)に 焦点をあてる。そ し
て、彼が提起 した国語教育におけるカリキュラム
論の特質にっいて検討を行いたい。






時期、 コア連の活動に もかかわ り、 その機関誌












礎理論』(新 光閣書店、1969年)、 『国語科 の発見



























































斜するあまり、「子 どもの脳 に潜在 していること
ばのきまりの動力」を引き出 して、この 「ことば
の力」の発動によって理解力や表現力を養うとい


























りかえ し)一 定着という感覚 ・運動の神経系の技
能養成 と同 じ考え方によっていたので、効果はあ














































構造の革新の問題 と切 り離 さないで、それとの関
連に於て考えてゆくという基本的な態度が厳 とし





また、 コア連発足か ら一年を振 り返 る座談会
「コア ・カ リキュラム運動の功罪」 において、 コ
ア連に対する学力低下批判について、増田は次の
ように発言 している14。
今、馬場先生 〔馬場 四郎の こと:引 用者注〕
が コア ・カ リキ ュラムの構造 な り、仕組 にお
いて、学力低下 がないよ うに手 を打 ってい る
といわれた通 り、学力低下 なんてあるべ きは
ず がないとい うコア ・カ リキュ ラムの全体構
造が あるに もか かわ らず、 それをふ まず に、
ただ単 に、漫然 と生活 カ リキュラムー点 ば り
で行 くとい うだけで は、 あるいはそん な結果
表1コ ア連から日本生活教育連盟(日 生連)に 至る流れ
段階 期間 主要事項 研究運動の特徴
・コア連結成(48.10)
.,;:～.機 関誌rカ リキ.ラ 。』創 刊(49.1)° カ リ幣 ラ ムの 全体 構成 の追 求






253年 一 魍 反対闘争を展開'惹 磯 嚢の基本問題〉というスコープ論の確立 歴史的発期 畔 羅゜ 欝 鵜 瓢 董居奮彗講 轡 習〉問題解決学習緬頂点
・「生 活 教育宣 言」(59.12)・ 生活 教育 論 の原理 的反 省
358年 一 ・機関 誌 「生活教 育』 と改 題(60.1)・ 社会 科 の内容 系列 ・内 容離 の研究
期63年 ・日生連 網 領(草 案)(62,6)社 会 科三 プ ラ ン(東 京 ・上越 ・香川)
・日生連 ・全青教 合 併(62,12)・ 水道 方式一 般化 の論 議
464年 一 灘゜ 縫 耀 灘 驚:羅 ・学齢 繍 ・鯉 論をふ・えて民主的人格・形成・努・
期75年 現在 など鍾 視して研究大会を離 る
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194944・ カ リキ ュラム と言語教 材
1010・ 単 元 と教 師 ・生 徒
1111・ 能 力表 を あ ぐって(増 田三 良、 安 田豊作)
1212・ 座談 会 コア 。カ リキ ュ ラム連盟 の功 罪(参 加 者:馬 場 四郎 、梅 根悟 、金 子孫市 、小 島 忠治、 清 水一郎 、
樋 口澄雄 、増 田三 良、 皆川 正治 、村 本精 一・)
・文学 経験 一 教養 課程 と して の 一
一
1950113・ カ リキ ュ ラム とガ イダ ンス
・座談 会 日常 生活 課程 を あ ぐ って(参 加 者:増 田三 良、久 保 田浩、 清水 一郎、 神谷 好 、衛藤 久、 喜 多山 一
英、野 尻 斎、伊 藤一 郎、 稲 生実男 、海 後勝 雄、 樋 口澄雄 、小 島忠 治、 梅根 悟)
315・ 特集 ・地 域 プ ラ ンの現 状 長野 カ リキ ュ ラム構成 の反 省
517・ 課題 の矛 盾性(一)一 単元 学習 に直面 して 一
618・ 矛盾 的課 題 一 作業 単元 の学 習 一
719・ 言語 カ リキ ュ ラムの類型
820・ 言 語 カ リキ ュ ラムの類型 く承前>
1951125・ 座 談会 言 語教 育 と文学 教育(参 加者:石 森延 男、 倉沢 栄吉 、 梅根悟 、小 島忠 治、 増 田三良)
428・ 系 統学 習 を考 え る
529・ 座 談会 「特 別教育 活動 」 をめ ぐって(参 加者:増 田三 良 、樋 口澄雄 、小 島忠 治、馬 場 四 郎 、 梅 根 悟 、 久
保 田浩 、小 川梅 明)
933・ 国 語指導 の角度 か ら生活 カ リキ ュ ラムを検 討 す る
































常的生活にはた らく言語経験のす じをっか( ロ)む
ことか ら始 まると考える。 そのす じは四つ




表3言 語 経 験 の場 の分 類
i.会 話 す る2.電 話 をか け る3,会 議 を す る(議 事 をす す め る)4.討 議
H.話 す ・聞 く す る5.物 語 りをす る6.質 問 。応 答 をす る7.劇 をす る(紙 芝居 ・映 画)
8.報 告す る9.発 表 す る10.放 送 し、聞 く(ラ ジ オ)
(1)言 語 的交 通
(communication)1.社 交 的手 紙 を書 く2.実 務的 手紙 を書 く3.書 式 を書 く(用 紙 記入 ・ノー
b.書・・作・ 聯 驚),1°言灘 禦、難 露 寝旛 撃窯鑓 ぜ 告欝
聞 編集 をす る
1.読 み の レジ ネス(幼 稚園 ・一年 初 期)2.読 み の入 門(一 年生)3.興 味 に
(2)読 む 応 ず る読 み4.問 いに答 え る読 み5.参 考 書 の読 み(辞 書 を含 む)6.指 示
に従 う読 み7.報 告準備 の読 み8.新 聞 の読 み
1.筋 や 山を 味わ う2.ユ ーモ アを味 わ う3.感 覚 の世界 を味 わ う4.人 間
(3)鑑 賞(文 学)社 会 の研究5.想 像 し味 わ う6.自 然界 の研 究7.人 間性 の研 究8.詩 情
を深 め る9.謎 を とく10.ラ ジオ を鑑賞 す る11.映 画劇 を鑑 賞す る
(4)美 的 表現(創 作)1.観 察 に よ る創 作2.想 像 によ る創 作3.思 索 によ る創 作
達などによって、言語経験のまとまりを設(  ロ )定
した。 このす じを一応、言語経験要素と名づ










語教育 という分野に鑑みて、①話す ・聞 く、②読





とに、 それを児童生徒の経験領域 ・興味 ・心意発
達などと照 らし合わせなが ら、カリキュラムを編
成 していくことの重要性を提起することになる。














報 舗 臨 話合・識 会議・舘 質問・応P・ 話・熊 報舗 ・ジオ・鷹 映画
読 む あさり読み、問題解決の読み、参考書の利用、指示に従う読み、話の筋を味わう、ユーモアを味わう、感覚の世
(文学)界 を味わう、人間社会の研究、豊かな想像を楽しむ、人間性の研究、自然界の探究、劇 ・ラジオ・映画 ・放送
一
書 く 社交 的 な手紙 を か く(電 報)、 実務 的 な手紙 を か く(電 報)、 用 紙記入 、 貼札 ・見 出 し ・看 板を か く、公示 ・広 告
作 る を か く、記 録 ・日記 ・ノ ー ト・メ モな どをか く、報 告 ・概要 をか く、 目録 ・索 引を作 る、 意見 をか く、新 聞 ・文
(創 作)集 の編集、 創作
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電 話 電話ごっこ 電話のとりつぎ ける 電話で商品を注文する
電話で招待する 電話でお礼を云う
調査結果によっ 校外学習の結果対立し





質 問 道をたずねられた 教師に質問す ある場処へ行 く ある方法が分らぬ 説明を求めたり ある場処やある方法を
応 答 時の応答 る 道をたずねる 場合のたずね方 説明したりする 見っける指示をする
1
クラスでお話(短 校外で読んだり
譲 懸 晶言重膿 慧灘難lll欝響礫
詩歌を朗吟する をする
1
報告{;欝ll緯 蒙磁 響 辮 季1轟暮髪灘
1
童謡や童話の 指導をうけないで
よみもののス 教師の指導の下 短いストーリーを 友だちがまだ読んでい
幅 騨 蕪 灘 驚1;欝 籏1;1灘ll
して演出する にして演出する






映 画 朧 画をた 漫画映画・み方 短・喜劇・み方 ・険映画・み方 物語映画のみ方
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提案 している。表6に 示すのは、表5に おける小
















かわる単元を構想 してい く必要性を増田は強調 し
ているのである。
こうした指摘は、戦後初期のカ リキュラム運動












表6指 導目標(小 学校1～4年 の言語経験要素 「会話」において)
要素単元 指導目標
・よろこんで話す ・うち解けた態度で話す ・仲間に入って話 したりきいたりする ・人が話し終るまで
家庭の経験を 待っ ・しずかにきく ・聞こえるように話す ・幼児語を使わない ・適当な休止や抑揚で話す ・元気
友だちに話す に臆せずに話したりたずねる ・母音を混同せず話す ・ことばを断片的に云わず、まとまりある文として
云う
・どんどん自由に話す ・相手の話に関心をもっ ・きくことがすきになる ・幼児語をできるだけ使わな
共同の経験を い ・正 しくはっきり話す(歯 が抜けてよく喋れぬ場合は大目にみること)・ 終りまできく ・話のあら
友だちに話す すじがわかる ・基本時形を理解 して話す ・っけ足して説明する場合に文の形で考えをはっきり話す ・
そして、そして等を連発 しないで話す ・摩擦音を明瞭にして話す
・知らないお客さんの前でも話ができる ・はにかまないで相手をみて話す ・お客さんを楽しませるプラ
蓋灘ll立1繍 灘ll簾鶴 滞1霧識ll灘1難 三
と野卑な言葉を認識 して話す ・機音 。拗音 ・長音 ・濁音を明かにしながら話す
・もてなしを丁寧にうける ・楽しんで話す ・主人の一八番(お はこ)に 興じたり、おとりなしに、「い
いですね!」 とか云ったりする ・話のよしあしに気をっける ・お分れの時に主人に挨拶する ・話す人訪問の場合の
に正対する ・促音 ・拗音を明かにする ・主体を卑下する自卑語を使って話す ・動作 ・状態を尊敬する話 し方きき方





て い くうえでひとつ の素材 と して とらえ るという



























昭和20年 代を振 り返 って、多彩な言語経験を与え
ることに傾斜するあまり、「子 どもの脳 に潜在 し
ていることばのきまりの動力」を引き出して、理













一 『戦後国語教育問題史(増 補版)』(大 修館書店、
1999年)を はじめ数多 くある。 そのなかでも、国
語教育において単元学習が占めた位置を歴史的に
捉えようとする研究に以下の ものがある。河野智
文 「昭和20年 代国語単元学習 をめ ぐる論争の再検
討一 学力の問題を中心に一 」「広島大学教育学
部紀要 第2部 』第46号 、1997年 。河野智文 「昭和
二十年代国語単元学習モデルの考察」「兵庫教育大
学研究紀要 第2分 冊』第19号 、1999年 。河野智文
「昭和二十年代国語単元学習モデルの考察(2)」「兵
庫教育大学研究紀要 第2分 冊』第20号 、2000年 。
小久保美子 「戦後初期国語教育における 「単元学
習』の受容」『人文科教育研究』第29号 、2002年 。
山元悦子 「戦後国語科教育における 『単元 ・単元
学習』概念の検討 一 その史的変容を中心に一 」
「広島大学教育学部紀要 第2部 』第40号 、1991年 。
(2)戦 後占領下におけるアメリカからの影響 に着 目
するもの。小久保美子訳 ・解説 「CIEカ ンファレ
ンス ・リポー トが語 る改革 の事実 一 戦後国語教




別冊」第8号 一1、2000年 。坂口京子 「教育指導
者(『IFEL』)に おける国語教育の特質 ～ 研究集
録 『第6回 教育指導者講習中等学校教育課程及び
教授法』を中心に して一 」『早稲田大学大学院教






力観 一 」「横浜国立大学教育紀要』第29集 、1989
年。萩原敏行 「昭和二十年代の国語学力観 一 学
力低下に関する新聞記事を資料 として一 」 『人文
科教育研究」第21号 、1994年 。
(4)「 国語能力表」 に着 目する もの。 小 山恵 美子
「『国語能力表』の成立とその意義」『学芸国語国文
学』第28号 、1996年 。




日)も あるが、情報教育 とい う文脈で引 きとろうと
しているので、本論文の直接の先行研究 とはな らな
い。
3飛 田隆 『戦後国語教育史』上 ・下、教育 出版 セン
ター、1983年 。増田信一 『音声言語教育実践史研究」
学芸図書、1994年 。
4河 野智文 「コア ・カリキュラムにおける国語学習
指導についての考察」「教育学研究紀要』第45巻 第2
部、1999年 。河野智文 「コア ・カ リキ3ラ ムにおけ
る国語学習指導についての考察(2)-1950年 代前半
を中心に一 」「教育学研究紀要』第46巻 第2部 、20
00年。






10た だし、 こうした増田の立場 の変遷を歴史的に検
討 していくという作業は、本論文では扱 うことがで
きないが、今後とりあげるべき課題である。
11森 谷宏幸 ・藤田尚充 ・谷口雅子 「コア=カ リキュ
ラム連盟 ・日本生活教育連盟の社会科教育研究史に
おけるく問題解決学習〉にっいて」『福岡大学教育学
部紀要第25号 第2分 冊 社会科編」1976年 、p.53よ
り。
12初 期のコア連における各論者の立場の相違につい
ては、磯田一雄 「コア ・カリキュラム運動 における
カリキュラム構造理論の展開」肥田野直 。稲垣忠彦
編 『戦後日本の教育改革6教 育課程(総 論)』 東京
大学出版会、1971年 や、日比裕 「戦後社会科教育史
(皿)」 『名古屋大学教育学部紀要(教 育学科)』 第42
巻第2号 、1996年 を参照。







用 していたのに対 し、後期の著作、た とえば 『国語
科の発見学習」(1971年)や 「国語科創造学習の展開』
(1972年)で は 「国語科」という表記が用い られてい
ることにも特徴的にあらわれているといえよう。
14「 座談会 コア ・カリキュラム連盟の功罪」「カリキュ
ラム』1949年12月 、p.4。
15増 田三良 『国語カリキュラムの基本問題』誠文堂
新光社、1950年3月 、序。
16同 上、序。
17同 上、pp.43-45。
18同 上、pp.46-47。
19同 上、pp.14-15か ら一部抜粋して作成。
20同 上、pp.55-56。
21同 上、序。
22同 上、p.1。
23国 語教育という文脈ではないが、 こうした課題に
示唆を与えて くれる研究として以下の ものを参照。
小玉重夫 「戦後教育理論における教育 と社会の関係
認識をめぐる相克の地平」「東京大学教育学部紀要』
1989年。金馬国晴 「コア ・カリキュラムにおける戦
前 との連続性の再検討」『東京大学大学院教育学研究
科紀要』41号 、2002年 。
(博士後期課程)
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